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消費生活相談の周辺用語を取り上げ、やさしく解説します。気になる

この用語

不法行為。聞いたことはあっても、正確な意
味までは知らない言葉の1つかもしれません。
民法には次のような条文があります。

　（不法行為による損害賠償）
第709条　故意又

また

は過失によって他人の権利又は
法律上保護される利益を侵害した者は、これに
よって生じた損害を賠償する責任を負う。

この条文にある「故意又は過失によって他人
の権利又は法律上保護される利益を侵害した」
ことが不法行為です。「むしゃくしゃして誰か
を殴って怪

け

我
が

をさせた」とか「脇見運転をして他
人の家の塀にぶつかって壊した」といったケー
スはそれに当たります。こうした場合には刑事
上の責任とは別に、不法行為によって生じた損
害を賠償しなければなりません。「故意又は過
失」という、いわば自分の責任で損害を生じさ
せたのですから当然です。

ただ、未成年者で「自己の行為の責任を弁識
するに足りる知能を備えていなかったときは」
賠償の責任を負いません（712条）。未成年であ
れば責任を負わなくていいというわけではあり
ません。「自己の行為の責任を弁識するに足り
る知能」のことを責任能力といいますが、責任
能力のない未成年者の場合、責任を負わなくて
いいとされているのです。責任能力があるかど
うかは年齢ばかりでなく、行為の種類などから

不法行為とは

責任能力

それぞれ判断されるのですが、大体11、12歳
を基準として考えられています。
また、「その人の責任を問う」ことが不法行為

の本質なのですから、「精神上の障害により自己
の行為の責任を弁識する能力を欠く状態にある
間に他人に損害を加えた者」も責任能力がない
ことになります。ただし、故意や過失によって、
一時的にそうした状態を招いたときは別です。
例えば、「深酔いして、記憶が途切れて……」なん
て場合には、自分のしたことの責任を当然負わ
なければなりません（713条ただし書）。責任能
力がない者がした行為については、その監督義
務者などが責任を負うことになります（714条）。

不法行為において負うべき賠償は、精神的な
損害に対するものを含みます。これを慰

い

謝
しゃ

料
りょう

と
いいます。身体、自由又は名誉を侵害されたとき
ばかりでなく、財産権を侵害されたときであって
も、それに精神的な苦痛が伴う場合には慰謝料
を請求することができます。「医者料」ではなく
「慰謝料」です（大学時代、勘違いしていました）。

民法にはこれまで紹介した一般の不法行為責
任のほかに、特殊な不法行為責任を定めた規定
があります。いくつか紹介しましょう。
「後で品物を家まで届けてほしい」。そうお客
様から言われて、スーパーでの購入品を従業員
が車で届けました。その途中、前方不注意で車を

慰謝料

使用者責任

不法行為
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債権を発生させる原因の1つに不法行為があ
ります。その不法行為を関係する用語と一緒に
考えます。民法用語の紹介は、これで一区切り
です。（本文中の括弧内の条文番号は民法）
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気になるこの用語

他人の家の塀にぶつけて壊してしまったとしま
す。こんなときには、そのスーパーが従業員に代
わって損害賠償責任を負います。もちろん、不注
意で事故を起こし損害を生じさせたのは従業員
です。しかし、従業員はスーパーの事業活動とし
て配達をしているわけです。事業活動での利益
はスーパーの「儲

もう

け」になります。儲けているの
であれば、それに伴う賠償責任も負わなければ
なりません。こうした考え方を報

ほう

償
しょう

責任の法理
といいます。この報償責任の法理から、715条1
項では、従業員の加害行為（不法行為）に対して、
その使用者が賠償責任を負うべきことが定めら
れています（使用者責任）。使用者は自らが行っ
たわけではない不法行為の責任を負うわけです。
ただ、場合によっては、従業員にその額を請求
すること（これを求

きゅう

償
しょう

といいます）もできます。
なお、条文には「使用者が被用者の選任及

およ

び
その事業の監督について相当の注意をしたとき、
又は相当の注意をしても損害が生ずべきであっ
たとき」には、使用者責任は問われないとありま
すが、実際にはこの部分が適用されるケースは
多くありません。

　（使用者等の責任）
第715条　ある事業のために他人を使用する者
は、被用者がその事業の執行について第三者に
加えた損害を賠償する責任を負う。ただし、使
用者が被用者の選任及びその事業の監督につい
て相当の注意をしたとき、又は相当の注意をし
ても損害が生ずべきであったときは、この限り
でない。

2・3　略

もう1つ、特殊な不法行為責任を紹介します。
それが工

こう

作
さく

物
ぶつ

責任です。例えば、マンションの
外壁の一部が崩れて通行人に当たり怪我をさせ
たとします。この場合、マンションの占有者が
まず被害者に損害賠償責任を負うことになって
います（717条1項）。占有者は、そのマンショ

工作物責任

ンに住んでいる人です。もし、「占有者が損害の
発生を防止するのに必要な注意をしたときは」、
占有者ではなく所有者が賠償責任を負います。
この場合、被害者との関係で所有者は責任を免
れることはできません。一般の不法行為に比べ
て特殊なところは、故意や過失がなくとも責任
を負うところにあります。

工作物というのは、土地に定着する人工的な
構造物をいいます。建物も工作物です。この工
作物から生じた被害についての不法行為責任が
工作物責任なのです。
結果論的な理屈ですが、他人に損害を生じさ

せるような物を支配している者は、損害の賠償
などの責任も負わなければならないという考え
方（危険責任の法理）が工作物責任の背景にはあ
ります。
もちろん、外壁の一部が崩れた原因がマン

ションを建てた事業者の手抜き工事だったよう
な場合には、損害賠償をした占有者や所有者が
その事業者に求償することができます。

「名前を知ると、その虫のことをもっと知り
たくなる」。そういつも教えてくれる昆虫博士
（マニア）の友人は、名前を呼びながら、「どうし
てお前はそんな名前がついているのだ」と、うれ
しそうに虫に接しています。ときにはその虫の
特徴や習性のヒントが名前に隠されているとい
います。
民法の用語を少し知ったからといって、民法

の内容が理解できたことにならないでしょう。
しかし、仕事で関係した、少し興味を持った、
そんな用語だけでも調べてみると、関係する周
辺の用語へと知識が広がります。知識が広がる
うちに、民法に横たわる公平や正義の感覚に触
れることができるかもしれません。
この連載がそうしたきっかけになったとした

ら、とても幸せです。

昆虫博士の金言


